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   In a 44-year-old man with persistent back-pain for 3 months duration, radiological and echolog-
ical investigations revealed prostatic mass lesion with multiple osteoblastic involvements. Trans-
rectal biopsy to the prostate demonstrated pathohistologically poorly differentiated adenocarcino-
ma (Gleason's score 4-4:8). Serum ACP, ALP and  IAP were elevated at the initial diagnosis 
pathologically. The clinical and pathological stage was D2, without metastasis to lung and liver. 
Combination chemo-endocrine therapy (methotrexate, adriamycin, pepleomycin,  Estracyt® and  tega-
flu ) with  bilatei  al orchiectomies was performed exclusively as initial treatment. These consecutive 
treatments brought remarkable reduction of the prostatic mass lesion, decrease of tumor markers 
to  normal range, rapid improvement of subjective symptoms and distinct decrease of abnormal 
activity in bone scintigram. More than 3 years survival was obtained, and normal performance-
status was kept. Prostatic cancer in middle-aged adults is reviewed and discussed. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 36: 465-469,1990) 
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指 摘 され,精 査を 勧 め られ る.か ね て よ り慢 性 関 節 リ
ウマチ にて 通 院 中で あ った 当院整 形 外 科 を受 診,第5
胸 椎 以下 の 脊 椎骨 の 異 常硬 化 像 と,骨 シ γチ上 全 身 の
骨 の 異 常取 り込み,お よび 血 清 酸 フ ォス フ ァタ ーゼ値
の 上 昇 を発 見 され,当 科 へ紹 介 され1986年4月30日入
院 とな る.
入 院 時現 症=身 長157cm,体 重47kg,血 圧108/
70mmHg,貧 血,黄 疸 な く,腹 部 平 坦 で,肝 ・腎 。
腹 部 腫 瘤を 触 知 しな い.全 身の 表 在性 リ ンパ 節 を触 知
しな い.
直 腸 診 では 前 立腺 は 鶏卵 大,左 葉 を中 心 と して左 精
嚢 部 を 含め て 一 塊 と して石 様 硬 に 触知 され,可 動 性 は
な く,左 下 極 は 直 腸方 向 へ突 出 して いた.
入 院 時 検査 所 見 ・血 液 像;RBC428×lo4/mm3,
wBc8,150/mm3,Hbl1.59/d1,Ht35.1夕6,Plt38
×104/Mm3,血液 生 化学;*ALP591mU/mlの 他 は




血 液 内分 泌 検 査;testosterone6.Ong/ml,prolac・
tin5.8ng/ml,LH6.5mlu/ml,FSHl2.5mlU/ml.
腫 瘍 マ ー カー;戦otalACP25。4KAU,累prostatic
ACP20.4KAU,*PAPlO8ng〆m且,*IAP860ug/
ml,CEALIng/ml,AFP2.8ng/m1,フェ リチ ン
6.2ng/ml.その 他;BSR65mm〆h,ク レアチ ニ ン ク
リア ラ ンスll6ml/min.(*異常 値)
X線 学的 検 査:胸 腹 部 単 純写 真 で は,肋 骨,骨 盤 骨,
背 椎 骨 に骨 の異 常硬 化 像 を 認め た.尿 道 造 影 では,膀
胱 底 部 にわ ず か に前 立 腺 の突 出像 をみ た が,後 部 尿道
の変 形 は ほ とん ど認 め られ なか った.
超 音 波 検 査:左 前立 腺 か ら左精 嚢 部 に かけ てhypo-
echoicmasslesionを認 め た.RI検 査:骨 シ ンチ
グラ ム(Fig.1左)で は,頭 蓋 骨,脊 椎,肋 骨,骨
盤 骨 等 全身 の 骨 に異 常 集 積像 を示 した.
入 院 後経 過=1986年5月15日経 直 腸 式 前立 腺 生 検を
施 行,病 理 組 織 学 的に 前 立腺 組 織 は 崩 れ た腺管 様 構
造 を な し,お もに密 に増 殖 し,神 経 線維 周 囲侵 襲 を認
め た.低 分 化型 腺 癌,Gleasonscore4-48と 診
断 され た(Fig.2).



















































睾術 を 施 行 した.Estracyt⑪経 口開 始 後1週 間 で前立
腺 は 約1/2大 に縮 小,3週 間 後に は 前 立 腺は 触 診 上
ほ とん ど触 れ な くな った.そ こで さ らに 多剤 併 用 化学
療 法 を追 加 した.そ の 投 与 方 法 をTablelに 示 す.
1コ ース全4日 と しmethotrexateは300mg/rn2.
adriamycinは35mg/m2とし,そ れ ぞれ 第1日 目
に,bleomycinは20mg/bodyを第1日 目か ら第4日
目まで持 続 皮下 注 を 行 な った.投 与 方 法 で はtegafur
は300mg/m2と して い るが,本 例はUFT600mg/
bodyと し,経 口投 与 し た.tegafurは肝機 能障 害
を 示 した時 以 外 は 経 口投 与 を継 続 した.臨 床経 過 を
Fig.3に示 す .背 部 痛 等 の 自 覚 症 状 は1コ ー ス終 了
時 に 改善 消 失 した.以 後 化学 療 法 は4週 に1コ ース の
割 で 計4コ ース を続 け て 行 な い,初 診 約1年 後 の1987
年4月 に5コ ース 目を 行 な った.前 立 腺 は 回を 追 う ご
とに さ らに 縮 小 し現在 で は硬 結 を全 く触れ な くな った.
1987年4月よ りEstiacyt②は 肝 障害 等 の副 作 用 のた
めProsexol⑪3mg/dayに変 更 した 。1987年4月23
日に 前 立腺aspirationbiopsyを行 った が,線 維 化
した腫 瘍 像 を認 め るの み で あ った.初 診1年3ヵ 月後
の1987年7月6日 の 骨 シ ンチ像 をFig.1右 に示 す
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